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4

更
新

漢
字
・
カ
タ
カ
ナ
の
混
淆
文
を
読
む

そ
の
２

―

鈴
鹿
本
『今
昔
物
語
集
』か
ら
古
辞
書
利
用
へ―

萩
原

義
雄

『
倭
名
類
聚
抄
』
に
つ
い
て

延
喜
の
御
代
、
外
戚
と
い
う
間
柄
に
あ
っ
た
源
順
は
、
醍
醐
帝
の
第
四
皇
女
勤
子
内
親
王
か
ら
本
邦
の
こ
と
ば
を
も
っ
て
万
物

の
名
称
を
究
め
よ
う
と
す
る
内
親
王
の
ご
意
志
に
遵
っ
て
、
日
本
語
の
通
俗
標
準
辞
書
の
編
纂
を
試
み
、
用
意
周
到
、
一
代
の
規

範
辞
典
を
撰
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
辞
書
の
名
を
『
倭
名
類
聚
抄
』
、
略
し
て
『
和
名
抄
』
と
云
い
ま
す
。
こ
の
編
纂
に
お
い
て
、
順
は

こ
れ
ま
で
に
編
ま
れ
た
諸
辞
典
を
参
照
す
る
一
方
、
『
漢
語
抄
』
の
文
句
を
引
用
し
、
こ
れ
に
当
代
の
通
称
を
注
記
し
て
い
ま
す
。

本
邦
の
『
類
聚
國
史
』
『
万
葉
集
』
『
三
代
式
』
か
ら
も
引
用
し
、
旧
説
・
閭
巷
に
も
気
配
り
し
、
俗
語
方
言
な
ど
も
引
き
出
し
て
い

ま
す
。
文
字
に
お
い
て
は
、
宛
字
・
仮
借
字
な
ど
の
典
拠
を
示
し
た
王
朝
漢
文
全
盛
時
代
の
な
か
当
代
最
大
の
国
語
辞
典
を
此
処

に
成
し
遂
げ
て
い
る
の
で
す
。
こ
こ
で
、
分
類
方
法
な
ど
は
実
際
見
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
各
の
標
記
語
に
対
す
る

「
和
名
」
と

A

B

①
「
俗
云
」

②
「
俗
語
云
」
、
そ
し
て

「
無
記
入
の
和
名
」

「
典
拠
名
・
云
＋
和
名
」
、

「
今
案
此
間
云
＋
和
名
」
の
五
種
類
に
つ

B

C

D

E

い
て
、
検
討
し
て
み
る
価
値
が
あ
る
の
で
聊
か
触
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

卷
十
一
、
牛
馬
類
第
百
四
十
八
・
牛
馬
毛
百
四
十
九
・
牛
馬
體
百
五
十
・
牛
馬
病
百
五
十
一

「和
名
」

A

牛

和
名
宇
之

犢

和
名
古
宇
之

乳
牛

和
名
知
宇
之

馬

和
名
無
萬

牝
馬
一
名
阜
馬

和
名
米
萬

牡
馬
一
名
葮
馬

和
名
乎
萬

駒

和
名
古
萬

驢
騾

和
名
宇
佐
岐
無
麻

戴
星
馬

和
名
宇
比
太
非
能
無
麻

牛
角

和
名
古
都
能
角
等
巳
見
上
文

食
槽

和
名
宇
末
乃
岐
保
禰

廻
毛

和
名
都
無
之

蕕
衵

和
名
久
比

①
「俗
云
」

B

連
錢
覃

今
案
俗
云
連
錢
葦
毛
是

騅

俗
云
葦
毛
是

葮
馬

俗
云
布
知
無
萬

趺
馬

俗
云
阿
之
布
知

鬣

俗
云
宇
奈
加
美
又
魚
之
鬐
鬣
見
魚
體

髦

師
説
多
知
賀
美

鼻
梁

俗
云
波
奈
美
禰

排
鞍
肉

俗
云
久
良
於
岐
度
古
路

脊
梁

世
都
賀
俗
云
世
美
禰

承
鐙
肉

俗
云
阿
布
美
須
利

汗
溝

俗
云
阿
世
美
蘓

歴
草

曾
保
岐
俗
云
曾
布
岐

尾
株

俗
云
乎
保
禰



烏
頭

俗
云
久
波
由
岐

陰
脉

俗
云
麻
良
佐
夜

嘶

訓
以
波
由
俗
云
以
奈
々
久

踐

俗
云
布
久
利
都
岐

蹄
椄

俗
云
豆
萬
以
利

脊
瘡

俗
云
多
胡

腹
瘇

俗
云
多
知
波
禮

脚
病

俗
云
知
阿
奈
岐

腹
轉
病

俗
云
波
良
夜
無

糜

俗
云
太
利

②
「
俗
語
云
」

B

特
牛

俗
語
云
古
度
比

「無
記
入
の
和
名
」

C

駱
駝

良
久
太
乃
宇
萬

落
星
馬

保
之
豆
岐
乃
宇
萬

夜
眼

與
米
漢
語
抄
説
同

蹄

比
豆
米
辨
色
立
成
云
護
杵
和
名
上
同

斃

訓
多
布
流

「
典
拠
名
・
云
＋
和
名
」

D

駿
馬

漢
語
抄
云
土
岐
宇
萬
、
日
本
紀
私
記
云
須
久
禮
太
留
宇
萬

駑
馬

漢
語
抄
云
於
曾
岐
宇
萬

黄
牛

辨
色
立
成
云
阿
米
宇
之

烏
牛

楊
氏
漢
語
抄
云
麻
伊

覃
馬

日
本
紀
私
記
云
美
太
良
乎
乃
宇
萬

青
驪
馬

漢
語
抄
云
是
覃
馬
久
路
美
度
利
能
宇
麻

蟯
馬

漢
語
抄
云
乎
之
路
能
宇
麻

「今
案
此
間
云
＋
和
名
」

E

駻
馬

今
案
此
間
云
波
禰
無
萬

雙
牛

今
案
此
間
云
保
之
萬
太
良

以
上
、
僅
か
な
和
語
の
調
査
を
試
み
て
見
た
。
こ
の
標
記
語
の
な
か
で
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
用
い
ら
れ
る
語
句
を
新
古
典
大
系

『
今
昔
物
語
集
索
引
』を
用
い
て
比
較
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

牛
馬
〔
一

⑤
・

⑤
〕

う
し
う
ま

152

423

犢

〔二

③
・

④
⑥
・
四

⑬
・

①
②
・

④
〕

こ
う
し

268

313

268

269

270

咄

〔
三

⑬
⑭
・

⑥
⑦
⑨
⑪
・
四

⑬
〕

咄
牛
〔
五

③
〕

め
う
じ

め

う

じ

147

148

268

383

草
馬

〔
五

⑦
・

⑭
〕

め

う

ま

379

445

驢

〔
一

⑩
〕

う
さ
ぎ
む
ま

190

葦
毛

〔四

⑧
・

⑨
・

④
〕

あ

し

げ

147

509

510



鼻

柱

〔
四

⑦
〕

は
な
ば
し
ら

157

鐸

〔
三

②
・

①
・
四

⑭
⑮
・

①
③
⑪
・

②
④
・
五

⑭
・

①
⑤
⑩
・

①
⑫
⑭
〕

ま
ら

331

568

243

245

247

129

239

387

嘶
キ

呼
フ

〔
三

⑩
〕

い
な
ゝ

よ
ば

11

駝

〔一

⑩
〕

ら
く
だ
の
む
ま

190

星
付

キ

〔
五

⑬
〕

ほ

し

つ

268

蹄

〔一

⑥
・
四

⑪
〕

ひ
づ
め

20

491

斃
ル

〔
四

③
〕

た
ふ

533

駿
馬
・
駿

キ

馬

〔
三

②
・
四

⑬
・

④
・

⑬
・

⑭
〕

と
き
う
ま

と

う
ま

82

10

11

492

530

黄
牛
〔
二

⑦
〕

あ
め
う
じ

97

黄

斑
ノ

牛
〔
五

⑬
〕

あ
め
ま
だ
ら

う
し

139

と
い
っ
た
語
句
を
見
出
し
得
る
の
で
す
。
こ
の
語
句
の
用
例
文
の
幾
つ
か
を
実
際
に
分
析
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

め
う
ま
【
草
馬
】

○
水

銀

商
ハ
浅
黄
ノ
打
衣
ニ
青
黒
ノ
打
狩
袴
ヲ
着
テ
、
練
色
ノ
衣
ノ
綿
原
ラ
カ
ナ
ル
三
ツ
許
ヲ
着
テ
、
菅
笠
ヲ
着
テ
、

ミ
ヅ
カ
ネ
ア
キ
ナ
ヒ

ア

サ

キ

ウ
チ
コ
ロ
モ

ウ
チ
カ
リ
ハ
カ
マ

ネ
リ
イ
ロ

ア
ツ

バ
カ
リ

ス
ゲ
ガ
サ

草
馬
ニ
乗
テ
ゾ
有
ケ
ル
ガ
、
辛
ク
シ
テ
迯
テ
高
キ
岳
ニ
打

上
ニ
ケ
リ
。
〔
卷
第
廿
九
、
於
鈴
香
山
蜂
、
螫
殺
盗
人
語
第
卅
六
・

メ

ム

マ

ア
リ

カ
ラ

ニ
ゲ

ヲ
カ

ウ
チ
ノ
ボ
リ

大
系
五
冊

⑫
〕

201

○
行
ク
時
ニ
ハ
垂
髪
ニ
テ
、
栗
毛
ナ
ル
草
馬
ヲ
乗
物
ニ
シ
テ
、
表
ノ
袴
袙

襪

ナ
ド
ニ
ハ
布
ヲ
ナ
ム
シ
タ
リ
ケ
ル
。
〔
卷
第
卅
一
・
大

ア
ル

メ

ム

マ

ノ
ル

ウ
ヘ

ハ
カ
マ
ア
コ
メ
シ
タ
ウ
ヅ

蔵
史
生
宗
岡
高
助
、
傅
娘
語
第
五
・
大
系
五
冊

⑤
〕

254

※
大
系
本
の
注
記
に
は
、
「
「阜
」
の
分
字
。
牝
馬
で
あ
る
「葮
」(

字
類
抄)
」
を
草
馬
と
書
く
こ
と
は
、
医
心
方
卷
十
八
、
治
馬
咋
蘗

人
方
第
廿
に
見
え
る
」
と
記
載
し
て
い
ま
す
。
次
に
、
新
大
系
本
の
注
記
に
は
、
「阜
」の
偏
と
旁
を
分
け
た
文
字
。
「
牝
馬

メ
ム
マ
。

阜
馬
同
上
音
草
」(

名
義
抄
。
字
類
抄
も
同
じ)

と
し
て
、
こ
の
い
ず
れ
の
注
記
者
も
先
行
古
辞
書
で
あ
る
と
こ
ろ
の
『
和
名
抄
』
を

取
り
上
げ
て
い
な
い
の
で
す
。
辞
書
の
編
纂
系
統
か
ら
云
え
ば
、
ま
ず
こ
の
『
和
名
抄
』
を
取
り
上
げ
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、

文
字
の
「
分
解
字
」
や
「
合
成
字
」
と
い
っ
た
書
記
法
が
『
今
昔
物
語
集
』
の
書
記
者
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
「
草
馬
」
に
つ
い
て
は
、
山
田
俊
雄
先
生
が
天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
「
特
別
天
理
天
理
図
書
館
貴
重
書
展
―
近

年
の
蒐
集
か
ら
―
」(

天
理
図
書
館
担
当)

の
特
別
講
演
の
な
か
で
、
そ
し
て
、
山
田
俊
雄
著
『
日
本
の
こ
と
ば
と
古
辞
書
』
〔
三
省

30堂
刊
〕
九
四
頁
に
お
い
て
紹
介
し
て
い
る
の
で
ご
参
照
願
い
ま
す
。

あ
め
う
じ
【
黄
牛
】

○
而
ル
間
、
一
ノ
黄
牛
有
テ
、
神
母
ガ
門
ノ
外
ニ
立
テ
リ
。
〔
巻
第
七
・
震
旦
預
洲
神
母
、
聞
般
若
生
天
語
第
三
・
大
系
124

⑬
〕

※
大
系
本
の
注
記
に
は
、
「
第
一
册
補
二
二
八
〔
ア
メ
ウ
ジ(

黄
牛
、
広
本
節
用
集
・
落
葉
集
・
日
ポ
辞
書
・
物
類
称
呼)

頁
〕
。
よ

452

み
の
証
と
し
て
は
、
名
義
抄
を
追
加
す
る(

和
名
抄
・
字
類
抄
に
も
語
は
有
す
る
が
、
濁
点
は
見
え
な
い)

。
赤
牛(

日
ポ
辞
書
に
は

ア
カ
ウ
ジ)

」
と
し
て
、
こ
の
『
和
名
抄
』
を
筆
頭
に
引
用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
大
系
本
の
注
記
に
は
、
「
あ
め
色(

黄
赤
色)

の
牛
。

本
集
の
用
例
こ
こ
だ
け
」
と
記
載
す
る
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
当
該
語
に
つ
い
て
全
く
古
辞
書
を
引
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
大
系
本

の
校
注
者
が
指
摘
し
て
い
る
当
該
語
「
あ
め
う
じ
」
の
第
四
拍
の
清
濁
が
論
点
で
し
ょ
う
。
慥
か
に
、
『
和
名
抄
』
で
は
「
阿
米
宇
之
」

と
声
音
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
次
の
『
名
義
抄
』
を
引
用
し
て
、
「
黄
牛

ア
メ
ウ
ジ
／
ア
メ
マ
タ
ラ
」
〔
佛
下
末
一
③
〕
こ

れ
を
濁
音
表
記
の
証
拠
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
辞
書
の
成
立
年
代
か
ら
し
て
、
九
三
四
年
～
一
一
八
二
年

の
約
二
四
八
年
の
歳
月
の
な
か
で
、
清
音
か
ら
濁
音
表
記
へと
変
容
し
て
い
た
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
現
代
の
『
日
本
国

語
大
辞
典
』
第
二
版
で
は
、
見
出
し
語
を
「
あ
め-

う
し
【
黄
牛
・
牝
牛
】
」
と
し
て
、
「
発
音<

音
史>

」
の
と
こ
ろ
に
「
平
安
か
ら
近
世

ま
で
は
多
く
「
あ
め
う
じ
」
と
濁
音
。
上
代
は
不
明
。
」
と
し
て
い
て
、
折
角
、
用
例
に
引
用
し
て
あ
っ
て
も
『
和
名
抄
』
の
清
音
記
述

を
全
く
認
め
よ
う
と
し
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
ま
す
。
上
代
の
資
料
と
し
て
は
、
『
日
本
書
紀
』(

七
二
〇
年)

垂
仁
二
年
是
歳

(

北
野
本
訓)

を
初
出
用
例
と
し
て
「
黄
牛
」
の
清
音
表
記
の
訓
を
引
用
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
中
見
出
し
語
で
あ
る

ア
メ
ウ
シ

「
あ
め
う
し
に
腹
突
か
る
」
の
『
十
訓
抄
』(

一
二
五
二
年)

三
・
俊
綱
下
播
磨
大
宮
先
生
義
定
詠
尾
上
松
歌
事
の
用
例
「
そ
の
所
に

は
ら

つ



あ
り
て
、
妻
牛(

ア
メ
ウ
シ)

に
腹
つ
か
れ
ぬ
る
わ
ざ
か
な
と
ぞ
言
ひ
け
る
」
で
は
、
現
代
の
清
音
表
記
で
あ
る
「
あ
め
う
し
」
と
し
て
い

る
点
が
納
得
し
に
く
い
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

と
き
う
ま
【
駿
馬
】

◎
然
ル
間
、
山
城
ノ
國
、
相
樂
ノ
郡
、
賀
□
ノ
郷
ノ
東

ニ
有
ル
山

ノ

邊
ヲ
狩
リ
行
ク
ニ
、
山
ノ
斜
ニ
（
＊
）
登
タ
ル
所
ヲ
、
皇
子
、

ヤ
マ
シ
ロ

サ
ガ
ラ
カ

サ
ト

ヒ
ム
ガ
シ

ホ
ト
リ

ノ
ボ
リ

ミ

コ

駿
馬
ニ
乗
テ
、
鹿
ニ
付
テ
馳
セ
登
リ
給
フ
ニ
、
鹿
ハ
東

ヲ
指
テ
迯
グ
レ
バ
、
我
レ
ハ
鹿
ノ
尻
ニ
次
テ
馳
セ
テ
、
鐙
ヲ
踏
ミ
■
（丘木

）

ト
キ

ノ
リ

ツ
キ

ハ

ヒ
ム
ガ
シ

サ
シ

ニ

シ
リ

ツ
ヅ
キ

ハ

ア
ブ
ミ

フ

ア

テ
弓
ヲ
引
ク
程
ニ
、
鹿
俄
ニ
失
ヌ
。
〔
卷
第
十
一
、
天
智
天
皇

ノ

御
子
、
始
笠
置
寺
語
第
三
十
・
大
系

②
〕※
大
系
注
記
有
り
。
新
大

ウ
セ

115

系
無
注
記
。

◎
文
時
、
此
レ
ヲ
聞
テ
大
キ
ニ
恐
レ
テ
、
男
一
人
ヲ
呼
テ
、
彼
ノ
搬
害
ヲ
止
メ
ム
ガ
為
ニ
、
駿

キ

馬
ニ
乗
セ
テ
、
馳
テ
呼
ビ
令
返
ム
。

キ
キ

ヨ
ビ

カ

セ
ツ
ガ
イ

ト
ド

ト

ハ
セ

カ
ヘ
サ
シ

〔
卷
第
十
七
・
本
朝
付
佛
法
、
依
念
地
蔵
菩
薩
、
遁
主
搬
難
語
第
四
・

⑤
〕※
大
系
無
注
記
。
新
大
系
注
記
有
り
。

509

○
然
レ
バ
、
驚
キ
恠
ム
デ
馬
ヨ
リ
下
テ
、
暫
ク
逗
留
ス
ル
間
ニ
、
此
ノ
駿

キ

馬
ニ
乗
テ
、
止
メ
ム
ガ
為
メ
ニ
追
フ
人

ト

来
リ

付
ヌ
。
〔
卷

ア
ヤ
シ

オ
リ

ト

ノ
リ

ト
ド

タ

ヒ

ツ
キ

第
十
七
・
本
朝
付
佛
法
、
依
念
地
蔵
菩
薩
、
遁
主
搬
難
語
第
四
・
大
系

⑩
〕※
大
系
無
注
記
。

509

○
新
皇
、
駿
馬
ヲ
疾
テ
自
ラ
合
戰
フ
時
ニ
、
現
ニ
天
罸
有
テ
、
馬
モ
不
走
手
モ
不
思
ヘ
シ
テ
、
遂
ニ
箭
ニ
當
テ
野
ノ
中
ニ
シ
テ

ト
キ

ト
ク
シ

ア
ヒ

ア
ラ
ハ

テ
ン
バ
ツ
ア
リ

ハ
シ
ラ
ズ

ア
タ
リ

死
ヌ
。
〔卷
第
二
十
五
、
本
朝
付
世
俗
・
平
将
門
、
發
謀
反
被
誅
語
第
一
・大
系

⑯
〕※
大
系
無
注
記
。
新
大
系
無
注
記
。

シ
ニ

365

◎
亦
、
駿
馬
ニ
金
等
ノ
宝
ヲ
与
フ
。
〔卷
第
二
十
五
・
大
系

⑬
〕※
大
系
無
注
記
。
新
大
系
注
記
有
り
。

ト
キ

コ
ガ
ネ

395

◎
印
、
大
系
本
の
注
記
に
、
「
よ
み
は
名
義
抄
に
よ
る(

ス
グ
レ
タ
ル
ム
マ
と
も
あ
り)

」
と
あ
り
、
古
辞
書
を
引
用
し
て
い
ま
す
が
、

『
和
名
抄
』
を
見
て
い
な
い
の
で
す
。
さ
ら
に
、
観
智
院
本
『
名
義
抄
』
の
当
該
語
訓
を
「ト
キ
ウ
ケ
」と
第
四
拍
の
表
記
を
誤
写
し
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、
「
駿
馬
」
の
語
の
傍
訓
を
「
と
き
う
け
」
と
せ
ず
、
ふ
り
が
な
を
付
け
て
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
『
和
名

抄
』
の
「
土
岐
宇
萬
」
を
利
用
す
れ
ば
、
「
ト
キ
ウ
マ
」
と
訓
読
表
記
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
◎
印
、
新
大
系
本
の
注
記
に
は
、
「
足
の

速
い
馬
。
駿
馬
」
「
馬
も
金
も
陸
奥
の
特
産
だ
っ
た
」
と
そ
の
意
味
説
明
に
つ
い
て
示
す
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
当
該
語
に
お
け
る

古
辞
書
『
和
名
抄
』
「
駿
馬

漢
語
抄
云
土
岐
宇
萬
、
日
本
紀
私
記
云
須
久
禮
太
留
宇
萬
」
の
利
用
は
必
要
で
し
ょ
う
。
こ
れ
を

受
け
て
、
『
名
義
抄
』
の
「
駿
馬

ト
キ
ウ
ケ
／
ス
グ
レ
タ
ル
ム
マ
」
〔
僧
中
九
九
①
〕
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
こ
で
、
第
一
訓
で
あ
る
「
と

［
マ
］

き
う
ま
」
を
用
い
て
い
て
、
第
二
訓
「
す
ぐ
れ
た
る
う
ま
」
の
語
を
用
い
な
い
こ
と
を
ど
う
説
明
す
る
か
と
い
う
課
題
も
、
大
系
本
校

む

注
者
の
注
記
を
見
て
も
判
る
よ
う
に
ま
だ
積
み
残
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。
所
謂
、
『
和
名
抄
』
が
記
す
典
拠
資
料
『
漢
語

抄
』
と
『
日
本
紀
私
記
』
と
を
ど
う
こ
れ
ま
で
見
て
取
り
扱
っ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
今
後
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ

う
。い

な
な
き
【
嘶
】

○
其
終
リ
給
日
、
黒
小
馬
嘶

キ

呼
テ

、
水
草
ヲ
不
飲
食
シ
テ
死
、
其

骸
ヲ
バ
埋
ツ
。
〔
卷
第
十
一
・
本
朝
付
佛
法
、
聖
徳

ソ
ノ

タ
マ
フ

キ

イ
ナ
ナ

ヨ
バ
ヒ

オ
ン
ジ
キ
セ
ズ

シ
ニ
ヌ

ソ
ノ
シ
ニ
カ
バ
ネ

ウ
ヅ
ミ

太
子
、
於
此
朝
始
弘
佛
法
語
第
一
・大
系

①
〕

58

こ
の
語
に
つ
い
て
は
、
注
記
が
両
本
共
に
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
古
辞
書
で
あ
る
『
和
名
抄
』
に
あ
っ
て
、
「
嘶

訓
以
波
由
俗
云
以

奈
々
久
」
と
、
訓
「
以
波
由
」
、
俗
に
云
く
「
以
奈
々
久
」
と
あ
っ
て
、
二
通
り
の
読
み
を
収
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
、
こ
の
『
今
昔
物
語
集
』
が
ど
ち
ら
の
読
み
を
し
て
い
た
の
か
を
「
捨
て
仮
名
」
と
い
う
形
式
を
以
て
知
ら
し
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

「
嘶
」
の
字
の
下
に
「
キ
」
と
し
た
こ
と
で
、
「
い
ば
ゆ
」
の
読
み
で
は
な
く
、
世
俗
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
「
い
な
な
く
」
を
用
い
て
い

る
こ
と
が
判
る
か
ら
で
す
。
源
順
が
『
和
名
抄
』
に
正
訓
と
俗
訓
を
併
記
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
辞
書
の
重
要
な
要
素
だ
っ
た
か
ら

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
は
「
い
ば
ゆ
」
と
い
う
語
が
有
効
な
の
か
を
各
自
で
考
え
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で

す
ね
。
実
際
、
平
安
時
代
の
か
な
文
学
資
料
で
あ
る
『
源
氏
物
語
』
総
角
の
卷
に
、
「
御
供
の
人
び
と
起
き
て
声
づ
く
り
、
馬
ど
も

の
い
ば
ゆ
る
音
も
、
旅
の
宿
り
の
あ
る
や
う
な
ど
人
の
語
る
を
、
思
し
や
ら
れ
て
、
を
か
し
く
思
さ
る
」
と
あ
り
ま
す
し
、
こ
れ
と
は

逆
に
、
『
宇
津
保
物
語
』
俊
蔭
の
卷
に
は
、
「
そ
の
國
の
渚
に
、
打
寄
せ
ら
れ
て
、
便
な
く
か
な
し
き
に
、
涙
を
な
が
し
て
「
七
歳
よ
り
、

俊
蔭
が
仕
う
ま
つ
る
本
尊
あ
ら
は
れ
給
へ
」
と
、
觀
音
の
本
誓
を
念
じ
奉
る
に
、
鳥
、
け
だ
物
だ
に
見
え
ぬ
渚
に
、
鞍
オ
き
た
る
あ

を
き
馬
出
デ
き
て
、
を
ど
り
あ
り
き
て
い
な
ゝ
く
」
と
あ
っ
て
、
判
断
が
付
け
に
く
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
い
か
が
考
察
す
る
か

が
解
釈
の
観
点
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

た
ふ
・
る
【
斃
】

○
守
ノ
乗
馬
矢
ニ
當
テ
斃
ヌ
。
〔
卷
第
二
十
五
、
源
頼
義
朝
臣
、
罸
安
陪
貞
任
等
語
第
十
三
・
大
系
四
册

⑩
〕※
大
系
無
注

カ
ミ

ノ
レ
ル

ア
タ
リ

タ
フ
レ

397



記
。
新
大
系
無
注
記
。

こ
の
語
に
つ
い
て
も
、
注
記
が
両
本
共
に
は
見
え
て
ま
せ
ん
。
古
辞
書
で
あ
る
『
和
名
抄
』
に
あ
っ
て
は
、
「
斃

訓
多
布
流
」
と
あ

り
、
「
た
ふ
る
」
と
読
む
語
で
す
。
『
名
義
抄
』
も
「
斃

音
弊
、
タ
フ
ル
／
シ
ヌ
」
〔
法
下

④
〕
と
あ
っ
て
、
第
二
訓
「
シ
ヌ
」
と
併
せ
て

134

二
つ
あ
り
、
こ
の
語
を
初
訓
と
し
て
い
ま
す
。

『
今
昔
物
語
集
』
語
彙
に
お
け
る
国
語
學
か
ら
の
検
討

『
今
昔
物
語
集
』
を
中
心
に
、
古
辞
書
『
倭
名
類
聚
抄
』
を
こ
こ
で
は
若
干
考
察
し
た
わ
け
で
す
。
『
今
昔
物
語
集
』
の
校
注
者
が

引
用
す
る
古
辞
書
と
し
て
は
、
『
名
義
抄
』
及
び
『
色
葉
字
類
抄
』
が
際
だ
っ
て
多
い
こ
と
も
知
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
此
処
で
、

語
彙
の
読
み
方
か
ら
意
味
を
考
察
す
る
際
、
本
文
校
定
す
る
編
者
に
よ
っ
て
そ
の
解
釈
す
る
点
に
異
な
り
を
以
て
記
述
さ
れ
た

箇
所
を
読
者
で
あ
る
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
と
云
う
こ
と
を
一
例
を
以
て
触
れ
て
お
き
ま
す
。

○
「
其
後
、
大
織
冠
、
内
大
臣
ニ
成
上
リ
給
テ
失
給
ヒ
ニ
ケ
レ
バ
、
太
郎
ニ
テ
淡
海
公
、
父
ノ
御
跡
継
テ

公

ニ
仕

リ
テ
左
大

ソ
ノ
ノ
チ

ナ
リ
ア
ガ

ウ
セ

ツ
ギ

オ
ホ
ヤ
ケ

ツ
カ
マ
ツ

臣
マ
デ
成
給
ケ
リ
」
〔
卷
第
十
一
、
本
朝
付
佛
法
・
淡
海
公
、
始
造
山
階
寺
語
第
十
四
・
大
系
三
册

⑩
、
新
大
系
三
册

ナ
リ

89
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⑨
〕

○
其
後
、
成
上

テ

、
僧
都
マ
デ
成
テ
、
此
ノ
寺
ノ
別
當

トテ

年
来
有

ル
ニ

、
道
心
並

ビ

无
ク
シ

テ

、
寺

ノ

別
當
也
ト
云

ヘ
ド

モ

、
寺
ノ
物
ヲ
不
仕

ズ
シ

テ

ソ
ノ
ノ
チ

ナ
リ
ア
ガ
リ

ナ
リ

ベ
ツ
タ
ウ

ト
シ
ゴ
ロ

ツ

カ

ハ

、
常
ニ
念
佛
ヲ
唱
ヘ
テ
極
樂
ニ
生
レ
ム
事
ヲ
願
ヒ
ケ
リ
。
〔
卷
第
十
五
、
藥
師
寺
済
源
僧
都
、
徃
生
語
第
四
・
大
系
三
冊
352

④
〕

○
山
階
寺
ノ
僧
ト
シ
テ
、
後
ニ
ハ
宇
多
ノ
院
ニ
仕
テ
僧
都
マ
デ
成
リ
上
テ
ゾ
有
ケ
ル
〔
龜
、
報
山
陰
中
納
言
恩
語
第
廾
九
〕

○
延
昌
僧
正
ノ
弟
子
ト
シ
テ
、
止
事
无
ク
成
リ
上
テ
、
僧
正
マ
デ
成
ニ
ケ
リ
。
〔
天
竺
天
狗
、
聞
海
水
音
渡
此
朝
語
第
一
〕

○
今
昔
、
仁
和
寺
ニ
成
典
僧
正
ト
云
フ
人
有
ケ
リ
、
俗
性
ハ
藤
原
ノ
氏
。
廣
澤
ノ
寛
朝
大
僧
正
ヲ
師
ト
シ
テ
、
真
言
ノ
蜜

ハ

ニ

ン

ワ

ジ

ジ
ヤ
ウ
テ
ン
ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ

ア
リ

ゾ
ク
シ
ヤ
ウ

ヒ
ロ
サ
ハ

ク
ワ
ン
テ
ウ
ダ
イ
ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ

シ
ン
ゴ
ン

法
受
ケ
學
テ
、
年
来
行

法
怠
ル
事
无
シ
テ
、
僧
正
マ
デ
成

上
タ
ル

人
也
。
〔
卷
第
二
十
、
本
朝
付
佛
法
・
仁
和
寺
成
典
僧
正
、

マ
ナ
ビ

ト
シ
ゴ
ロ
ギ
ヤ
ウ
ボ
フ

ナ
ク

ナ
リ
ア
ガ
リ

値
尼
天
狗
語
第
五
・
大
系
四
册

⑮
、
新
大
系
四
册

⑤
〕

152

231

○
而

ル
ニ

、
大
織
冠
失
給

テ

後
、
公

ニ

仕
リ

給
テ

、
身

ノ

才
極

テ

止
事
无

ク

御
ケ
レ

バ

、
左
大
臣

マ
デ

成
上

リ

給
テ

、
世

ヲ

政
テ
ゾ

御
ケ
ル

。
大
郎

シ
カ

ウ
セ

ノ
チ

オ
ホ
ヤ
ケ

ツ
カ
マ
ツ

ザ
イ
キ
ハ
メ

ヤ
ム

オ
ハ
シ

ナ
リ
ア
ガ

マ
ツ
リ
ゴ
チ

オ
ハ
シ

タ

ラ

ウ

ハ

武
智
磨

ト

申
シ
テ

、
其

ノ

人
モ

大
臣

マ
デ

成
上

テ
ゾ

御
ケ
ル

。
〔
卷
第
二
十
二
、
淡
海
公
継
四
家
語
第
二
・
大
系
四
冊

⑮
⑯
〕

タ

ケ

チ

マ
ロ

ナ
リ
ア
ガ
リ

オ
ハ
シ

ヲ

228

○
此

ハ

淡
海
公

ノ

三
郎
也
。
身

ノ

才
止
事
无

ク

御
ケ
レ

バ

、
淡
海
公
失
給

テ

後
ニ

、
世

ノ

思
エ

微
妙

ク
シ

テ

、
程
无

ク

大
臣

マ
デ

成
上

リ

給
ヒ
ニ

ケ
リ

。
〔
卷

タ
ン
カ
イ

サ
ム
ラ
ウ

ザ
イ
ヤ
ム

オ
ハ
シ

ウ
セ

ノ
チ

オ
ボ

メ

デ

タ

ナ
リ
ア
ガ

第
二
十
二
、
淡
海
公
継
四
家
語
第
三
・
大
系
四
冊

⑯
〕

ヲ

229

○
二
郎

ハ

大
政
大
臣

マ
デ

成
上

リ

給
テ

、
良
房

ノ

大
臣

ト

申
ス

。
〔卷
第
二
十
二
、
閑
院
冬
嗣
右
大
臣
并
子
息
語
第
五
・大
系
四
冊

ニ
ラ

ウ

ナ
リ
ア
ガ

ヨ
シ
フ
サ

231

⑨
〕

○
大
臣
、
身

ノ

才
並
无

シ
テ

心
賢

ク

御
ケ
レ

バ

、
年
来

公
ニ

仕
テ

、
關
白
大
政
大
臣

マ
デ

成
上

リ

給
テ

、
糸
止
事
无

カ
リ

ケ
リ

。
〔
卷
第
二
十
二
、

ザ
イ
ナ
ラ
ビ
ナ
ク

オ
ハ
シ

ト
シ
ゴ
ロ
オ
ホ
ヤ
ケ

ツ
カ
マ
ツ
リ

ク
ワ
ン
バ
ク

ナ
リ
ア
ガ

イ
ト
ヤ
ム

堀
河
大
政
大
臣
基
経
語
第
六
・
大
系
四
冊

⑭
〕

232

○
然

テ

、
此

ノ

高
藤

ノ

君
、
止
事
无

ク

御
ケ
ル

人
ニ
テ

成
上

リ

給
テ

、
大
納
言

マ
デ

成
給

ヒ
ヌ

。
〔
卷
第
二
十
二
、
高
藤
内
大
臣
語
第
七
・
大

サ

ヤ
ム

オ
ハ
シ

ナ
リ
ア
ガ

ナ
リ

系
四
冊

⑧
〕

238

○
其
後
、
長
谷
雄
、
中
納
言

マ
デ

成
上

テ

有
ケ
ル

ニ

、
大
納
言

ノ

闕
有

ル
ニ

依
テ

、
此

ヲ

望
ム
ト

テ

、
長
谷

ニ

詣
テ

観
音

ニ

祈
リ

申
シ
ケ
ル

夜
ノ

夢
ニ

、

ソ
ノ
ノ
チ

ナ
リ
ア
ガ
リ

ア
リ

ク
ヱ
ツ

ヨ
リ

マ
ウ
デ

「
示

シ
テ

宣
ハ
ク

、
『
汝

ヂ

文
章

ノ

人
タ
ル

ニ

依
テ

、
他
国

ヘ

可
遣

キ

也
』ト

見
テ

、
夢
覚

ヌ

。
〔
卷
第
二
十
四
、
三
善
清
行
宰
相
与
紀
長
谷
雄
口

ノ
タ
マ

モ
ン
ジ
ヤ
ウ

ヨ
リ

ホ
カ
ノ

ツ
カ
ハ
ス
ベ

サ
メ

論
語
第
廾
五
・
大
系
四
冊

⑨
〕

316

と
あ
っ
て
、
後
者
の
文
例
を
新
大
系
本
は
、
「
僧
正
マ
デ
成
上
タ
ル
人
也
」
と
あ
っ
て
、
校
定
者
の
意
識
に
「
な
り
あ
が
る
」
と
「
な
り

ナ
リ
ノ
ボ
リ

の
ぼ
る
」
と
い
っ
た
読
み
の
解
釈
の
差
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
「
上
」
と
い
う
文
字
表
記
に
「
あ
が
る
」
「
の
ぼ
る
」
と
い
う
和

ぐ

語
動
詞
二
訓
が
あ
る
こ
と
は
ど
な
た
も
承
知
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
「
成
る
」
と
い
う
語
に
下
接
し
、
複
合
動
詞
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
本
資
料
に
は
、
「
起
上
テ
」
「
起
キ
上
テ
」
「
起
上
ガ
リ
テ
」
「
打
上
ラ
レ
」
「
懐
キ
上
ゲ
」
「
生
ジ
上
テ
」
「
〔
玉
ノ
簾
ヲ
〕
巻
上

テ
」
「
巻
キ
上
テ
」
「
〔
簾
ヲ
〕
巻
上
タ
ル
」
「
〔
帳
ヲ
〕
掻
上
テ
」
「
曳
上
グ
」
「
曳
上
テ
」
「
〔前
ヲ
〕
掻
上
テ
」
「
掻
上
ゲ
」
「
興
キ
上
リ
」
「
燃
エ

上
ガ
リ
ヌ
レ
」
「
将
上
テ
」
「
不
立
上
ズ
」
「
涌
キ
上
ル
」
「
ユ
ス
リ
上
テ
」(

二
例)

「
〔
足
ヲ
〕
持
上
ル
」
「
取
上
テ
」
「
取
リ
上
テ
」
「
引
上
ゲ
」

「
引
上
テ
」
「
引
上
タ
ル
」
「
見
上
テ
」
「
見
上
グ
レ
」
「
指
上
ゲ
」
「
指
シ
上
テ
」
「
絡
リ
上
ゲ
」
「
這
■
上
リ
」
「
這
上
テ
」
「
飛
ビ
上
テ
」
「
飛

ビ
上
タ
リ
」
「
行
キ
上
ル
」
「
仕
ヘ
上
テ
」
「
踊
リ
上
ガ
リ
」
「
踊
上
リ
踊
上
リ
」
「
召
シ
上
テ
」
「
返
上
テ
」
「
返
リ
上
リ
ヌ
」
「
返
リ
上
テ
」



「
返
上
レ
ル
」
「
返
リ
上
ケ
ル
」
「
返
リ
上
ニ
ケ
リ
」
「
返
シ
上
ス
ト
テ
」
「
返
リ
上
ラ
ム
」
「
牽
キ
上
ル
」
「
上
リ
下
ル
」
「
呼
ビ
上
テ
」
「
呼
上

テ
」
「
呼
上
レ
バ
」
「
不
呼
上
ケ
レ
バ
」
「
罷
リ
上
テ
」
「
罷
上
ラ
ム
」
「
立
チ
上
レ
バ
」
「
立
上
テ
」
「
立
上
ケ
ル
ガ
」
「
差
上
ゲ
〔
差
下
シ
〕
」
「
差

上
ケ
ル
」
「
差
シ
上
リ
〔
差
シ
下
リ
〕
」
「
差
上
ニ
ケ
リ
」
「
差
上
ツ
ル
ニ
」
「
負
上
テ
」
「
被
蹴
上
テ
」
「
投
上
」
「
投
上
タ
レ
バ
」
「
被
投
上
テ
」

「
投
上
タ
リ
」
「
救
ヒ
上
テ
」
「
〔
超
〕
走
上
テ
」
「
走
上
テ
」
「
走
リ
上
テ
」
「
居
上
」
「
居
上
テ
」
「
讀
上
〔
給
〕
」
「
被
吹
上
タ
リ
」
「
馳
上
テ
」

「
追
ヒ
上
ツ
」
「
引
結
上
テ
」
「
燃
上
タ
リ
」
「
■
上
タ
ル
」
〔
土
佐
国
妹
兄
、
行
住
不
知
嶋
語
第
十
〕
「
延
上
テ
」
「盛
上
テ
」
「
絡
上
ル
ニ
」

「
絡
上
グ
」
「
下
リ
上
リ
」
「
濟
上
テ
」
な
ど
の
語
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
「
上
」
を
上
接
語
と
す
る
も
の
に
は
、
「
上

リ
来
テ
」
「
上
リ
来
ル
」
「
上
リ
下
ル
ヽ
」
「
上
集
テ
」
「
上
リ
集
テ
」
「
上
ゲ
下
ス
」
「
不
令
上
シ
テ
」
「
上
着
ニ
ケ
リ
」
「
上
着
ケ
ル
ニ
」
な
ど

を
見
出
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
れ
ら
を
「
あ
が
る
」と
「
の
ぼ
る
」
の
読
み
に
そ
れ
ぞ
れ
分
析
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
幾
つ
か
気
に
な
る
表
現
を
抜
粋
し
て
み
ま
し
た
。

○
只
上

ゲ
ニ

上
ゲ
ム

ト

為
ル
時

ニ

、
寺

ノ

別
當
観
恩
、
故

ニ

國
ノ

司
ニ

會
テ

懃
ニ

乞
ヒ

請
ク
ト

云
ヘ
ド

モ

、
遂

ニ

許
ス

事
无

シ

。
〔
卷
第
十
二
、
藥
師
寺

ア

ア

ス

ベ
ツ
タ
ウ

コ
ト
サ
ラ

ツ
カ
サ

ア
ヒ

ネ
ム
ゴ
ロ

ウ

食
堂
焼
不
焼
金
堂
語
第
二
十
・
大
系
三
冊

⑦
〕

157

○
然

レ
バ

、
山
龍
、
廳

ノ

上
ニ

登
ヌ

。
〔
卷
第
七
、
震
旦
右
監
門
校
尉
李
山
龍
誦
法
花
得
活
語
第
三
十
・
大
系
二
冊

①
〕

ウ
ヘ

ノ
ボ
リ

160

○
坂

ノ

上
ニ

登
リ

立
テ

見
レ
バ

、
三

ノ

大
ナ
ル

道
有

リ

。
〔
卷
第
十
四
、
大
伴
忍
勝
硯
願
従
冥
途
返
語
第
三
十
・
大
系
三
冊

⑦
〕

タ
チ

オ
ホ
キ

319

○
其

ノ

峰
ノ

上
ニ

登
テ

、
『
修
陀
々
々
』ト

呼
バ

、
荅

テ

出
来

ル

者
有

ラ

ム

ズ
ラ
ム

。
〔
卷
第
十
七
、
生
江
世
経
、
仕
吉
祥
天
女
得
冨
貴
語
第
卌

ノ
ボ
リ

シ

ユ
ダ

シ

ユ
ダ

ヨ
バ
ハ

コ
タ
ヘ

イ
デ
キ
タ

七
・大
系
三
册

⑫
〕

573

○
船

ニ

乗
タ
ル

者
共
此

レ
ヲ

見
テ

恐
迷

テ

、
船

ヲ

漕
テ

忩
ギ

迯
ル
マ

丶
ニ

、
集

テ

此
ノ

虎
ニ

目
ヲ

懸
タ

リ

ケ
ル
ニ

、
虎
海

ニ

落
入

テ

暫
許
有

テ

游
テ

陸
ニ

上
タル

ヲ

見
レ

ノ
リ

ド
モ

オ
ヂ
マ
ド
ヒ

コ
ギ

イ
ソ

ニ
グ

ア
ツ
マ
リ

カ
ケ

オ
チ
イ
リ

シ
バ
シ
バ
カ
リ
ア
リ

オ
ヨ
ギ

ク
ム
ガ

ノ
ボ
リ

バ

、
汀

ニ

平
ナ
ル

石
ノ

有
ル

上
ニ

登
ヌ

。
〔
卷
第
二
十
九
、
鎮
西
人
、
渡
新
羅
値
虎
語
第
卅
一
・
大
系
五
冊

⑦
〕

ミ
ギ
ハ

イ
ハ

ウ
ヘ

ノ
ボ
リ

192

と
い
う
よ
う
に
、
「
上
」
と
い
う
語
を
一
文
句
の
中
に
表
記
し
た
場
合
は
、
下
接
語
「
の
ぼ
る
」
の
表
記
は
、
「
登
」
と
し
て
い
る
こ
と
が

う

へ

知
ら
れ
ま
す
。
で
す
が
、
次
の
よ
う
に
「
上
」
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
「
登
」
の
表
記
は
見
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
対
語

で
あ
る
「
お
り
」
の
語
を
「
下
」で
表
記
し
て
い
る
文
字
仕
様
が
次
に
挙
げ
た
用
例
で
す
。

○
定
朝
、
此

レ
ヲ

聞
テ

、
喜

テ

、
小
佛
師

ヲ

令
登

テ

、
「
何
樣

ニ
カ

其
ノ

木
ハ

置
タ
ル

」ト

令
見

ル
ニ

、
佛
師
、
天
井

ニ

登
テ

、
此

レ
ヲ

見
テ

、
返

リ

下
テ

キ
キ

ヨ
ロ
コ
ビ

ノ
ボ
ラ
シ
メ

イ
カ
ヤ
ウ

オ
キ

ミ

シ

ム

テ
ン
ジ
ヤ
ウ

ノ
ボ
リ

オ
リ

云
ク

、
「
丱

ニ

、
其

ノ

木
、
天
盖

ヲ

可
鈎

キ

所
ニ

當
レ
リ

、
塵
許

モ

不
可
直

ズ

」ト

。
」
〔
卷
第
十
二
、
山
階
寺
焼
、
更
建
立
間
語
第
廾
一
・

イ
ハ

タ
シ
カ

テ
ン
ガ
イ

ツ

ル

ベ

バ
カ
リ

ナ
ホ
ス
ベ
カ
ラ

大
系
二
冊

⑥
〕

160

で
す
が
、
例
外
も
あ
り
ま
し
た
。
「上
」
と
い
う
語
を
一
文
中
に
表
記
し
て
い
て
も
、

う
へ

○

諸

僧
、
樂
人

ヲ

前
ニ

立
テ
ヽ

引
テ

入
ル
ニ

、
南
大
門

ノ

壇
ノ

上
ニ

諸

僧
上

リ

立
テ

、
北

ザ
マ

ヲ

見
遣

ケ
レ

バ

、
百
躰

ノ

丈
六

ノ

佛
ノ

被
懸
並

レ

給
テ

、

モ
ロ
モ
ロ
ノ

ガ
ク
ニ
ン

サ
キ

ヒ
キ

ノ

モ
ロ
モ
ロ
ノ

ノ
ボ

タ
チ

ヤ
リ

カ
ケ
ナ
ラ
ベ
ラ

風
ニ

被
吹

テ

動
キ

給
フ
ガ

生
身

ノ

佛
ノ

如
ク
シ

テ

貴
キ

事
无
限

シ

。
〔
卷
第
十
二
、
於
法
成
寺
繪
像
大
日
供
養
語
第
廾
二
・
大
系
二
冊

フ

カ

レ

シ
ヤ
ウ
ジ
ン

カ
ギ
リ
ナ

161

⑥
〕

▽
沓

ヲ

履
乍

ラ

延
ノ

上
ニ

上
ヌ
レ

バ

、
「
此

ハ

家

主
也

ケ
リ

」ト

思
フ
ニ

、
入

テ

即
チ

返
リ

出
テ

、
袴
垂

ヲ

召
テ

、
綿
厚

キ

衣
一

ツ
ヲ

給
ヒ
テ

、
「今

ヨ
リ

モ

此
樣

ノ

ク
ツ

ハ
キ
ナ
ガ

エ
ン

ノ
ボ
リ

ノ
ア
ル
ジ
ナ
リ

イ
リ

イ
デ

メ
シ

カ
ク
ヤ
ウ

要
有

ラ
ム

時
ハ

、
参

テ

申
セ

。
心

モ

不
知

ラ
ム

人
ニ

取
リ

懸
テ
ハ

、
汝

ヂ

不
被
誤

ナ

」ト
ゾ

云
テ

、
内

ニ

入
ニ
ケ

リ

。
〔
卷
二
十
五
、
藤
原
保
昌
朝
臣
値
盗

エ
ウ

マ
ヰ
リ

シ
ラ

ザ

カ
カ
リ

ア
ヤ

マ
タ

ル

イ
ヒ

イ
リ

人
袴
垂
語
第
七
・
大
系
四
冊

⑰
〕

383

と
、
「
上
リ
立
テ
」
「
上
」
と
「
上
」
の
表
記
を
以
て
「
の
ぼ
る
」
の
読
み
に
用
い
た
例
が
二
例
だ
け
見
え
て
い
ま
す
。
次
に
、
「
□
□
に

ノ
ボ

タ
チ

ノ
ボ
リ

上
る
」と
目
的
地
を
示
す
と
き
、
格
助
詞
「に
」を
上
接
し
て
い
る
数
多
き
な
か
か
ら
抜
粋
し
て
用
例
を
示
し
て
お
き
ま
す
。

ノ
ボ

○
「
夢

ニ

「
前

ノ

鬼
来

テ

、
既

ニ

召
ス

。
舂
燹

ヲ

引
テ

高
山

ニ

上
ル

」
〔
卷
第
九
、
侍
御
史
遜
舂
燹
依
冥
途
使
錯
従
途
歸
語
第
卅
二
・
大

サ
キ

キ
タ
リ

ヒ
キ

キ

系
二
冊

⑩
〕

238

○
「
正
家

ガ

京
ニ

上
テ

語
ル
ヲ

聞
テ

語
リ

傳
ヘ
タ
ル

ト

ヤ

。
」
〔
卷
第
十
三
、
盗
人
誦
法
花
四
要
品
免
難
語
第
卅
八
・
三
冊
大
系

⑨
〕

ノ
ボ
リ

キ
キ

259

○
守

ノ

京
ニ

上
テ

語
ル
ヲ

聞
キ

継
テ

、
如
此

ク

語
リ

傳
ヘ
タ
ル

ト

ヤ

。
〔
卷
第
十
四
、
信
濃
國
為
蛇
鼠
寫
法
花
救
苦
語
第
二
・大
系

③
〕

ノ
ボ
リ

277

○
佛
師
、
極

テ

喜
テ

、
鞍

ヲ

置
テ

乗
テ

、
本
、
乗

タ
リ

ツ
ル

馬
ヲ
バ

引
カ
セ

テ

、
郡
司

ガ

家
ヲ

出
デ

、
京

ニ

上
ヌ

。
〔
卷
第
十
六
、
丹
波
國
郡
司
、
造
観
音

ノ
ボ
リ

像
語
第
五
・
大
系

⑫
〕

429

さ
ら
に
、
同
じ
譚
中
に
書
記
者
自
身
が
表
記
を
換
え
て
書
写
し
た
用
例
を
取
り
上
げ
て
お
き
ま
す
。

○
比
叡

ノ

山
ニ

登
テ

〔
卷
第
十
五
、
源
信
僧
都
母
尼
徃
生
語
第
卅
九
・
大
系
三
冊

⑯
〕

ノ
ボ
リ

396

○
比
叡

ノ

山
ニ

上
ケ
レ

バ

、
〔卷
第
十
五
、
源
信
僧
都
母
尼
徃
生
語
第
卅
九
・
大
系
三
冊

⑥
〕

ノ
ボ
セ

397

と
あ
っ
て
、
書
き
手
の
な
か
に
同
じ
文
脈
に
あ
っ
て
も
両
用
の
表
記
法
が
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
目
的



格
の
格
助
詞
が
「
へ
」と
あ
る
例
を
見
ま
す
と
、
「上
」を
「あ
げ
」
と
訓
読
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

○
其

ノ

後
、
日
来

ヲ

経
ル
ニ

、
佛
師

ノ

許
ヨ
リ

尋
ル

事
モ

无
ケ
レ

バ

、
恠

シ
ト

思
テ

、
此

ノ

郎
等

ヲ

京
ヘ

上
ゲ
テ

、
佛
師

ノ

家
ヘ

遣
ル

。
〔
卷
第
十
六
、
丹
波

ノ
チ

ヒ

ゴ

ロ

ヘ
タ

モ
ト

タ
ヅ
ヌ

ア
ヤ

オ
モ
ヒ

ラ
ウ
ド
ウ

ア

國
郡
司
造
観
音
像
語
第
五
・
大
系
三
冊

⑦
〕

430

し
か
し
、
鈴
鹿
本
欠
本
の
別
写
本
で
は
、
目
的
を
表
す
「
ニ
」で
あ
る
と
こ
ろ
を
「
ヘ
」
と
し
、
「
京
へ
上
ル
ニ
」
と
す
る
例
も
幾
つ
か
見

え
て
い
ま
す
。

○
然

テ

、
「
其
替

ニ
ハ

此
葦
誄

テ

少
シ

得
サ
セ

ヨ

」ト

云
ケ
レ

バ

、
或

ハ

四
五
束
、
或

ハ

十
束
、
或

ハ

二
三
束
誄

テ

取
ラ
ス

。
如

此
三
四
日
誄

セ
ケ

レ
バ

、
山

ノ

ソ
ノ
カ
ハ
リ

コ
ノ
ア
シ
カ
リ

エ

イ
ヒ

ア
ル
イ

ア
ル
イ

ア
ル
イ

カ
リ

カ
ク
ノ
ゴ
ト
ク

カ
ラ

如
ク

誄
セ

積
、
其

ヲ

船
十
餘
艘

ニ

積
テ

、
京

ヘ

上
ル
ニ

、
徃
還

ノ

下
衆
共

ニ

、
「只

ニ

過
ム
ヨ

リ
ハ

、
此
船

ノ

縄
手
引
」ト

云
ケ
レ

バ

、
酒

ヲ
シ

多
ク

儲
タ
レ

バ

、
酒

ヲ

カ
ラ

ツ
ミ

ツ
ミ

ノ
ボ

ワ
ウ
グ
ヱ
ン

ゲ

ス

ド
モ

ス
ギ

コ
ノ

ツ

ナ

デ
ヒ
ケ

イ
ヒ

マ
ウ
ケ

呑
ツ

、
綱
手

ヲ

引
ケ
バ

、
糸
疾

ク

賀
茂
河
尻

ニ

引
付

ツ

。
〔
卷
二
十
六
、
兵
衛
佐
上
艤
主
、
於
西
八
条
見
得
銀
語
第
十
三
・
大
系
四

ノ
ミ
ツ

ツ

ナ

デ

イ
ト

ト

ノ

ヒ
キ
ツ
ケ

冊

⑬
〕

451
○
講
師

ニ

成
テ

國
ニ

下
テ

有
ケ
ル

ニ

、
任
畢

ニ
ケ

レ
バ

、
亦
任

ヲ
モ

延
ベ
ム

ト

思
、
可
然

キ

財
共
船

ニ

取
リ

積
テ

京
ヘ

上
ケ
ル

ニ

、
相
知

レ
ル

者
共

ノ

云
ケ
ル

樣
、

カ

ウ

ジ

ナ
リ

ク
ダ
リ

ア
リ

ハ
テ

オ
モ
ヒ

シ
カ
ル
ベ

タ
カ
ラ
ド
モ

ツ
ミ

ノ
ボ
リ

ア
ヒ

ド
モ

イ
ヒ

ヤ
ウ

「
近
来
、
海

ニ
ハ

海
賊
多

カ
ナ

リ

。
〔卷
第
二
十
八
、
豊
後
講
師
謀
従
鎮
西
上
語
第
十
五
・大
系
五
冊

⑮
〕

コ
ノ
ゴ
ロ

78

○
今
昔
、
七
月
許

ニ

大
和

ノ

國
ヨ
リ

、
多

ノ

馬
共

ニ

瓜
ゾ

負
セ

烈
テ

、
下
衆
共
多

ク

京
ヘ

上
ケ
ル

ニ

、
宇
治

ノ

北
ニ

、
不
成

ヌ

柿
ノ
木

ト

云
フ

木
有

ハ

バ
カ
リ

ヤ

マ
ト

オ
ホ
ク

ド
モ

オ
ホ

ツ
ラ
ネ

ゲ

ス

ド
モ

ノ
ボ
リ

ナ

ラ

カ
キ

リ

。
〔
卷
第
二
十
八
、
以
外
術
被
盗
食
瓜
語
第
四
十
・
大
系
五
冊

⑥
〕

121

○
少
将
、
「
尚
世

ノ

中
ニ
モ

難
有

ク

思
エ
テ

、
可
死

ク

成
ニ
タ

レ
バ

、
今
一
度
對
面

セ
ム

ト

思
テ
ナ

ム

」ト

云
ケ
レ

バ

、
女
、
「
哀

レ
ニ

此
ク

マ

デ

思

給
ケ
ル

事
」ト

云
テ

、
會

ナ
ホ

ア
リ
ガ
タ

オ
ボ

シ

ヌ

ベ

ナ
リ

オ
モ
ヒ

イ
ヒ

カ

オ
モ
ヒ
タ
マ
ヒ

イ
ヒ

ア
ヒ

タ

リ

ケ
レ
バ

、
少
将
ヤ
ガ
テ
此

モ

彼
モ

不
云

デ

、
暁

ニ

馬
ニ

打
乗

テ

京
ヘ

返
リ

上
ラ
ム
ト

シ
ケ
レ
バ

、
女
、
「
何

ニ
シ

テ
カ

可
行

キ

」ト

云
ケ
レ

ド
モ

、
可
遁

ク
モ

无
カ

リ

ケ
レ
バ

、
「何

ニ
カ
ハ

セ

ム

」ト

思

ト

カ
ク

イ

ハ

ウ
チ
ノ
セ

イ
カ

ユ

ク

ベ

イ
ヒ

ノ
ガ
ル
ベ

イ
カ

オ
ボ
エ

テ

行
ケ
ル

ニ

、
十
二
月
許

ノ

程
ド

也
ケ
レ
バ

、
雪
極

ク

降
テ

、
風

ノ

氣
色
難
堪

カ
リ
ケ

レ
ド
モ

、
「只
疾

ク

行
着

ナ
ム

」ト

思
テ

忩
テ

行
ケ
ル

ニ

、
日

ノ

暮
ルマ

ヽ
ニ

、
雪

ノ

ユ
キ

バ
カ
リ

ホ

ナ
リ

イ
ミ
ジ

フ
リ

ケ

シ

キ
タ
ヘ
ガ
タ

ト

ユ
キ
ツ
キ

オ
モ
ヒ

イ
ソ
ギ

ユ
キ

ク
ル

降
積

ル
モ

不
知

ズ

行
々

テ

、
暗

ク

成
ニ
ケ

レ
バ

、
行

キ

宿
ル

所
モ

无
ク
テ

、
只
墓
无

ク

木
ノ

本
ニ

下
居

テ

、
「
此

ハ

何
ク
ト

カ

云
フ

」ト

問
ケ
レ

バ

、
人
有

テ

「
此

ヲ
バ

山
井

フ
リ
ツ
モ
レ

シ

ラ

ユ
キ
ユ
キ

ナ
リ

ヤ
ド

ハ
カ

ナ

コ

モ
ト

オ

リ

ヰ

コ
コ

イ
ヅ

ト
ヒ

ア
リ

コ
コ

ノ

ト
ナ

ム

申
ス

」ト

云
ケ
レ

バ

、
流

ニ

行
ク

水
ヲ

結
ビ
テ

上
テ

、
食
物

ナ
ム

ド

構
テ

、
女

ニ
モ

食
ハ
セ

、
我
等

ナ
ド

モ

食
テ
ケ

リ

。
〔
卷
第
三
十
、
右
近
少
将

行
鎮
西
語

イ
ヒ

ナ
ガ
レ

ア
ゲ

ジ
キ
モ
ツ

カ
マ
ヘ

ク
ヒ

第
七
・
大
系
五
冊

②
③
〕

232

○
其

ノ

後
怖

シ
ク

氣
六
借

ク

思
ヘ
テ

、
忩

ギ

出
デ
丶

家
ニ

返
リ

行
ヌ

。
夜
明

テ

、
経
方
、
「
京

ヘ

上
ズ
ル

事
共

ナ
ド

拈
メ

居
タ
ル

ニ

、
今
夜
御
舘

ニ

事
ノ

沙
汰

ノ
チ
オ
ソ
ロ

ケ

ム
ツ
カ
シ

オ
ボ

イ
ソ

ユ
キ

ア
ケ

ノ
ボ
ラ

ド
モ

シ
タ
タ

ヰ

コ

ヨ

ヒ

ミ

タ

チ

サ

タ

共
有

テ

、
ト
ミ
ニ
否
不
罷
出

ズ
シ
テ

寝
ザ

リ

ツ
レ
バ

、
吉
事
無
限

シ

」ト

云
テ

、
本

ノ

妻
ノ

傍
ニ

居
タ
リ

。
〔
卷
第
三
十
一
、
尾
張
國
鞭
経
方
、
妻
事
夢

ド
モ
ア
リ

エ
マ
カ

リ

イ

デ

ネ

カ
ギ
リ
ナ

イ
ヒ

モ
ト

メ

ヰ

見
語
第
十
・
大
系
五
冊

⑥
〕

265

ま
た
、
前
句
で
は
「
京
ノ
方
ニ
上
ル
ニ
」
と
「
ニ
」
格
で
受
け
て
い
る
の
に
、
後
句
で
「
京
ヘ
上
ル
ニ
」
と
「
ヘ
」
格
で
受
け
た
両
用
の
「
の
ぼ

る
【
上
】
」
の
語
が
見
え
て
い
る
の
が
一
例
あ
り
ま
す
。
こ
こ
も
古
本
鈴
鹿
本
は
欠
本
で
す
。

☆
喜

シ
キ

事
无
限

シ

、
「
若

シ

、
人

モ
ゾ

来
ル

」ト

思
テ

、
漸

ク

隠
タ
ル

方
ニ

引
入

レ
テ

、
時
替

マ
デ

息
マ
セ
テ

、
本

ノ

樣
ニ

成
ヌ
レ
バ

、
人

ノ

家
ニ

引
入

テ

、
布
一

ウ
レ

カ
ギ
リ
ナ

モ

キ
タ

オ
モ
ヒ

カ
ク
レ

カ
タ

ヒ
キ

カ
ハ
ル

ヤ
ス

ヤ
ウ

ナ
リ

ヒ
キ
イ
レ

段
ヲ

以
テ

賤
ノ

鞍
ニ

替
ヘ
テ

、
此

ニ

乗
テ

京
ノ

方
ニ

上
ル
ニ

、
宇
治

ノ

程
ニ
テ

日
暮

ヌ
レ

バ

、
人

ノ

家
ニ

留
テ

、
今
一
段

ヲ

以
テ

馬
草
・
我

ガ

粮
ニ

成
シ
テ

、
頼

ヌ
レ

バ

タ
ン

ア
ヤ
シ

ノ
リ

カ
タ

ノ
ボ

ウ

ヂ

ク
レ

ト
ド
マ
リ

タ
ン

カ
テ

ア
ケ

京
ヘ

上
ル
ニ

、
九
条
渡

ナ
ル

人
ノ

家
ヲ

見
ル
ニ

、
物

ヘ

行
ム
ズ

ル

樣
ニ

出
立

チ

騒
グ

。
〔
卷
第
十
六
、
参
長
谷
男
、
依
観
音
助
得
冨
語
第
廾
八
・
大

ノ
ボ

ワ
タ
リ

ユ
カ

ヤ
ウ

イ
デ

系
三
冊
〕

こ
れ
は
、
鈴
鹿
本
に
収
録
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
茲
に
「
王
城
ノ
方
ヘ
上
ル
」
と
「
ヘ
」
格
で
「
の
ぼ
る
【
上
】
」
の
語
を
受
け
る
例
が
一

つ
見
え
て
い
ま
す
。

☆
其

ノ

夜
ノ

夜
半

ニ

、
其

ノ

山
ヲ

去
テ

、
獨

リ

出
デ

、
王
城

ノ

方
ヘ

上
ル

。
〔
卷
第
十
七
、
依
地
蔵
示
従
鎮
西
移
愛
宕
護
僧
語
第
十
四
・
大

ヨ

ナ

カ

サ
リ

イ

ミ

ヤ

コ

カ
タ

ノ
ボ

系
三
冊

⑥
〕

521

目
的
地
を
示
す
語
「
京
」に
、
直
接
「
上
シ
…
」と
し
た
二
例
を
示
し
て
お
き
ま
す
。

★
而

ル

間
、
守
既

ニ

任
畢

テ

京
上

シ
ヌ

。
〔卷
第
十
九
、
陸
奥
國
神
、
報
守
平
維
叙
恩
語
第
卅
二
・
大
系
四
冊

⑮
〕

カ
ミ

ハ

ノ
ボ
リ

125

★
然

テ

睿
荷

ヲ

別
當

ニ

成
シ
テ

令
執
行

ケ
ル

ニ

、
其

ノ

後
、
山
階
寺

ノ

大
衆
硯

テ

公
家

ニ

訴
ヘ

申
ス

樣
、
「
祇
園

ハ

徃

古
ノ

山
階
寺

ノ

末
寺
也
。

サ

シ
ユ
ギ
ヤ
ウ
セ
シ
メ

ノ
チ

ダ
イ
シ
ウ
オ
コ
リ

ク

ゲ

ヤ
ウ

イ
ニ
シ
ヘ
ヨ
リ

寺
ノ

、
其

レ
ヲ

バ

何
カ
デ

カ

恣
ニ

延
暦
寺

ニ

被
押
取

ム

。
速

ニ

本
ノ

如
ク

山
階
寺

ノ

末
寺

ト

可
為

キ

由
ヲ

可
被
仰
下

シ

」ト

度
々
許

ヘ

申
シ
ケ

ル

程
ニ

、
御
裁

イ

ホ
シ
イ
マ
マ

オ

シ
ト

ラ

レ

ス

ベ

オ
ホ
セ
ク
ダ
サ
ル
ベ

ド

ド

ウ
タ

許
ノ

遅
々

シ

ケ

ル
ニ
ヤ

、
山
階
寺

ノ

若
干

ノ

大
衆
、
京
上

シ
テ

勧
學
院

ニ

着
ケ
リ

。
〔
卷
第
三
十
一
、
祇
薗
成
比
叡
山
末
寺
語
第
二
十
四
・
大

チ

チ

ソ
コ
バ
ク

ダ
イ
シ
ウ

ノ
ボ
リ

ク
ワ
ン
ガ
ク

ツ
キ

系
五
冊

⑥
〕
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い
わ
ゆ
る
、
「
京

上
」
〔
対
語
「
京

下
」
〕
と
云
う
複
合
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
一
版

キ
ヤ
ウ
の
ぼ
り

キ
ヤ
ウ
く
だ
り

及
び
第
二
版
で
此
語
が
初
出
例
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
動
詞
及
び
複
合
動
詞
と
し
て
、
「
上
」
の
語
が
下
接
す
る
例
を
示
し
て
お
き
ま
す
。

○
興

キ

上
リ
テ

男
ノ

云
ク

、
「
極

テ

熱
シ

。
汗
漱

ガ
ム

」ト

云
テ

、
河

ニ

下
テ

、
水

ヲ

浴
テ

上
テ

、
亦
、
女

ト

吉
ク

契
ル

。
〔
卷
第
十
、
震
日
盗
人
入
國

オ

ア
ガ

イ
ハ

キ
ハ
メ

ス
ス

イ
ヒ

オ
リ

ア
ミ

ア
ガ
リ



王
倉
盗
財
搬
父
語
第
卅
二
・
大
系
二
冊

⑨
〕

323

○
今
昔
、

ノ
比

、
高
塩
上
リ
テ
淀
河
ニ
水
増
リ
テ
、
河

邊
ノ
多
ノ
人
ノ
家
流
ケ
ル
時
ニ
、
年
五
六
歳
許
ニ
テ
色
白

ハ

コ
ロ
ホ
ヒ

タ
カ
シ
ホ
ア
ガ

ヨ
ド
カ
ハ

ノ
ホ
ト
リ

オ
ホ
ク

ナ
ガ
レ

バ
カ
リ

ク
形
チ
端
正
ニ
シ
テ
、
心
バ
ヘ
嚴

カ
リ
ケ
ル
男
子
ヲ
持
テ
、
片
時
モ
身
ヲ
不
離
レ
ズ
愛
ス
ル
法
師
有
リ
。
〔
卷
第
十
九
、
住
河

カ
タ

タ
ン
ジ
ヤ
ウ

イ
ツ
ク
シ

ナ

ン

シ

モ
チ

ハ

ナ

邊
僧
値
洪
水
弃
子
助
母
語
第
廾
七
・大
系

⑩
〕
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○
此
浪
ノ
来
ナ
バ
、
此
郷
ニ
ハ
高
塩
上
リ
无
成
ナ
ム
ズ
ル
ハ
。
〔
卷
第
二
十
六
、
能
登
国
鳳
至
孫
得
帯
語
第
十
二
・
大
系
四
冊

コ
ノ

キ
タ
リ

コ
ノ
サ
ト

タ
カ
シ
ホ
ア
ガ

ナ
ク
ナ
リ

⑰
〕

447○
兼
時

ハ

宮
城

ト

云
高

名
ノ

上
リ

馬
ニ
ゾ

乗
タ
リ

ケ
ル

。
《
中
略
》
兼
時

ハ

、
悪

馬
上

リ

馬
ニ

乗
ル

事
ハ

少
シ

心
无

ク

撰
テ

宮
城

ニ

乗
ケ
ム

、
不
心
得
事

ミ

ヤ

ギ

イ
フ
カ
ウ
ミ
ヤ
ウ

ア
ガ

ノ
リ

ア
シ
キ

ノ
ア
ガ

エ
ラ
ビ

ノ
リ

コ
コ
ロ
エ
ヌ

也
。
〔
卷
第
二
十
三
、
兼
時
敦
行
競
馬
勝
負
語
第
廾
六
・大
系

③
⑬
〕
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こ
の
四
例
は
、
「あ
が
り
」と
読
む
例
で
、
次
の
複
合
動
詞
は
「
か
へ
り
の
ぼ
り
」
と
読
む
例
で
あ
る
。

○
帥
任
畢

テ

京
ニ

返
リ

上
テ

、
此

ノ

児
ヲ
バ

法
師

ニ

成
シ
ツ

、
名

ヲ
バ

如
無

ト

付
タ
リ

。
〔
卷
第
十
九
、
龜
報
山
陰
中
納
言
恩
語
第
廾
九
・
大
系

ソ
ツ
ニ
ン

ハ

ノ
ボ
リ

チ
ゴ

ニ

ヨ

ム

ツ
ケ

四
冊
・
大
系
四
冊

⑯
〕

120


